
UNIFIED SPACE DATA LINK PROTOCOL
統合的宇宙データリンクプロトコル（USLP）

【概要】
本推奨規格は、宇宙ミッションのより高速なデータ通信要求のために、既存のCCSDSデータリン
ク層プロトコル群に加えた新たなプロトコルとして、「統合的宇宙データリンクプロトコル（Unified 
Space Data Link Protocol：USLP）」を規定するものである。

【内容】
USLPは、「USLP Transfer Frame」 と呼ばれるプロトコルデータユニット（PDU）を使用してデータ
伝送を行う。Transfer Frameを可変長とし、高速データ通信に対応するために最大データ長を増
やしている他、より多くの宇宙機の識別を可能としている。また、容量の大きいサービスデータユ
ニット（ヘッダーを付ける前の状態のデータ）をセグメントに分割したり、小容量のサービスデータ
ユニットをグループ化するなどの機能も提供する。

また、USLPの主な特徴の一つとして、バーチャルチャネル（VC）のコンセプトを採用しており、1
つの物理チャネルにVCと呼ばれるデータチャネルを複数割り当てることができる。

各種アプリケーションデータを地上-宇宙間、宇宙-地上間、宇宙-宇宙間で伝送する際の提供
サービス（図４を参照）の仕様についても定義している。
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図1  OSI参照モデルにおける本プロトコルの位置づけ

図3  USLP Transfer Frameのヘッダーのフォーマット

図4 USLPの提供サービス

図2  USLP Transfer Frameの構成

各国宇宙機関およびJAXAの動向

新規文書につき、現在情報を収集中。
© 2022 JAXA宇宙航空研究開発機構（ ）


	UNIFIED SPACE DATA LINK PROTOCOL�統合的宇宙データリンクプロトコル（USLP）

